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今，市場には，自走する掃除機が出回っている。あれを

“掃除機”と呼ぶ人は少ない。反対に，洗濯機を指して“ロ

ボット”と呼ぶ人も少ない。洗濯機が留守の間に家の中の

洗濯ものを集めて回り自分で洗剤も取りに行くとなると，

これはロボットと呼んでも良さそうな気がしてくる。何が

ロボットかという議論の時代はもうとうに過ぎていて，今，

私たちは，新しいインタフェースとして，ロボットにどん

な役割を果たして欲しいかを現実的に考え始めているので

はないか。

例えば，少し意外だと思われるかもしれないが，実は今，

ロボットが学校の教室で子どもたちの“学び友だち”として

の役割を果たせる可能性が見えてきている。

ここ２年ほど私は，小・中・高等学校の先生方と一緒に，

授業の質を上げる試みに取り組んでいる。これまでどちら

かと言うと先生が主役だった授業を，子どもたちが主役に

なる授業に少しずつ作り変えてその効果を検討するという

仕事である。もっと具体的に言うと，教科書に書いてあっ

て普通は先生が説明することを，クラスで子どもが分担し

て，説明し合う。次いでその分担部分を相談ずくで一緒に

して，自分なりに納得できるストーリーを作る。そうして

作ったストーリーを最後に発表し合って，他人の発表の気

に入ったところを自分の説明に付け加えて，一人ひとりが，

自分にとって最も納得のゆくわかり方を構成する。分かれ

て担当した知識の部品をジグソーのピースに見立て，それ

ぞれの担当者一人ずつ集まってピースをなんとか組み合わ

せて答えを作ってもらうので，“知識構成型ジグソー法”

といかめしい名前まで付けている。

具体例で説明しよう。例えば，“福島で原発が壊れると，

茨木のお茶農家が困るのはなぜか”という問いに答えるの

に，

・原発が壊れるとセシウムの放射性同位体が放出され，

体内被曝の可能性が増す

・お茶栽培の肥料に，植物一般の成長を促進するカリウ

ムがほぼ必ず使われる

・銅山では銀や金も採れることからわかるように，元素

周期表で場所が近い元素は構造や性質が似ている

という三つの部品を分担して確認し，それぞれの担当グル

ープから一名ずつで新しいグループを作り，その３人で上

の３つの観点を組み合わせて先の問いに答えてもらう。ど

の資料を取っても，それだけでは答えは出ない。が，三つ

を合わせて考えてみると，実際これを試してくれたある少

女が言ったように，“お茶，セシウムとカリウム間違っち

ゃったのね”という“その人には納得のゆく理解ストーリー”

が成立する。こういう答えが出てきた時，この少女は，自

分の学びの主役だったといっていいのではないか。実際こ

の手のストーリーが作れた場合，子どもはその内容を，先

生から聞いたもっと見事な説明より長く覚えていて，そこ

から自分でさらに調べたいことを見つけたり，学年が上が

ってからの次の学びにつなげてくれたりする割合が高いこ

ともわかってきている。

実はこの手の実践の効果は世界中あちこちで認められる

ようになってきているのだが，一つ困ったことがある。オ

トナはコドモに化けられないので，実験者がサクラとして

子どもの３人組に交じってうまい支援の仕方を探るといっ

た介入型の研究がひどくやり難い。そこで今私たちは，究

極のインタフェース（！？）として，人型卓上ロボットを遠

隔操作して，そっとこのジグソー活動に仲間入りさせても

らう試みを始めている。小学校５，６年生から大学生まで，

試してみた限りでロボットは十分仲間として認めてもらえ

るようだし，ロボットがした説明も“一人前”に各自の知識

構築にいかされている。おもしろいことに，このときロボ

ットが“答えを知っているらしい”と認知されると，それだ

けで子どもたちの会話がぎくしゃくしてしまう。ロボット

にそういう会話の記録をさりげなく取るのにも便利である。

そういった記録が分析できると，ぎくしゃくの原因も探り

やすい。まだ始めたばかりだが，私たちの研究現場では，

今あるロボットが明日の学びの仲間として，小さな一歩を

踏み出そうとしている。
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